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月毎の報告数はここをカウント



総論分数の検索
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２ちゃんねるちゃんねる
厚労省の「試案」が通れば医療完全崩壊

勤務医の懸念勤務医の懸念

• CPCやって診断が困難だった○○の１例と
か 非典型的経過をとった××の１例とかをか、非典型的経過をとった××の１例とかを

世界の文献をしらべて準備して地方会で発表
したりすると 国からよびだされて 調査委員したりすると、国からよびだされて 調査委員
会が、その医師を再教育するようになるのか。



考察
• 2007年度後半になって、我が国では副作用や有害事

象を報告した医学論文が激減している これまで医療現象を報告した医学論文が激減している。これまで医療現
場では、副作用や有害事象の症例報告の積み重ねを通
じ 医療の安全性を向上させようと務めてきたが このじ、医療の安全性を向上させようと務めてきたが、この
枠組みが崩れようとしている。

時期的にみて 厚労省の医療事故調に関する指針の• 時期的にみて、厚労省の医療事故調に関する指針の
中で医療事故・過失の厳罰化が打ち出された影響が強
いと考えられる 医療者は 厳罰化のリスクを嫌い 法いと考えられる。医療者は、厳罰化のリスクを嫌い、法
案成立前から、副作用や有害事象の公開を躊躇してい
るのであろう しかしながら このような状態が長く続けるのであろう。しかしながら、このような状態が長く続け
ば、我が国の医学は進歩せず、国民は大きな被害を被
ることが予想され 早急な対策が求められるることが予想され、早急な対策が求められる。


